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ひとりでできますか？



 4. ヘルスメンテナンス 
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 ………………………………………………………………………………年森慎一 38 （3030）
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人とどう向き合えばいい？」　2. 「難しい患者さんほど健診受けてない．健康意識が低いせい？ 自
己責任？」

 5. 高齢者の診かた（フレイル・CGA） ………………………………黒岩冴己 44 （3036）

1. フレイル　2. 高齢者総合機能評価（CGA）　3. 外来診療で行う介入の実際

第2章　外来でよく出合う慢性疾患の診かた
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4. ヘルスメンテナンス
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1. スクリーニングと診断　2. 初診時のアセスメント　3. 薬物治療の適応・選び方　4. 生活指導の
ポイント　5. 専門医に紹介するタイミング

 7. 骨粗鬆症 …………………………………………………………………髙橋　寛 109 （3101）

1. 初診時のアセスメント　2. 薬物治療の適応・選び方　3. コントロールの状況　4. 生活指導のポ
イント　5. 専門医に紹介するポイント　6. 患者さんへの説明

 8. 慢性心不全 …………………………………………………小野雅敬，官澤洋平 122 （3114）

1. 外来で診始める/引き継いだときに確認するポイント　2. 再入院　3. 薬物治療　4. 患者への説
明/生活指導のポイント　5. 毎回の外来でチェックすべきこと　6. 専門医に紹介するタイミング

 9. 慢性閉塞性肺疾患（COPD） ………………………………………高岡沙知 133 （3125）

1. 診断・評価　2. 管理　3. 専門医に紹介すべきタイミング



 10. 気管支喘息 ………………………………………………………………羽角勇紀 141 （3133）
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 12. 不眠症………………………………………………………………………宮本侑達 160 （3152）

1. 初診時のアセスメント　2. 鑑別と評価のしかた　3. 生活指導（睡眠衛生指導）のポイント　 
4. 薬物治療の適応・選び方　5. 非薬物治療（認知行動療法）の適応・方法　6. 専門医に紹介する
タイミング　7. 患者さんへの説明

 13. 認知症…………………………………………………………山本　結，喜瀬守人 171 （3163）

1. 「認知症かも…」と受診した患者にすべきこと　2. 認知症の患者にどうアプローチするか

 14. 甲状腺機能亢進症・低下症 …………………………………………今西　明 181 （3173）

1. 甲状腺機能異常の初診時外来アセスメントについて　2. 慢性甲状腺炎およびバセドウ病の定期外
来について　●Advanced Lecture
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1. 初診時のアセスメント　2. 薬物治療の適応・選び方　3. 生活・薬剤指導のポイント　4. 専門医
に紹介するタイミング　5. 患者さんへの説明　●Advanced Lecture：CGRP関連薬剤の作用機序
はどのようなものか？

 16. 慢性腰痛症 ………………………………………………………………深瀬　龍 197 （3189）

1. 腰痛の分類　2. 初診時のアセスメント　3. 治療介入について　4. 専門医に紹介するタイミング　 
5. 継続外来のポイント

 17. 内科でも対応したい女性の診療 ……………………………………手銭　駿 205 （3197）

1. 女性の診療について　2. 月経困難症　3. 更年期障害　4. 緊急避妊（emergency contracep-
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第3章　外来診療の質がグッとよくなるTips

 1. 外来診療がうまくいく最適なコミュニケーションのTips …張　耀明 213 （3205）

1. 外来診療をはじめる前に　2. いざ本番！ 外来診療開始中に意識すること　 
3. 外来診療を終えた後で

 2. 外来におけるタイムマネジメント …………………大﨑崇正，玉野井徹彦 219 （3211）

1. 私の失敗談　2. 失敗から学ぶこと　3. チェックリストには本当に必要なタスクだけが残る

 3. 診療報酬に関して知っておきたいこと …………………………松村　伸 223 （3215）

1. 診療報酬の仕組みの概略　2. 査定と返戻　●Advanced Lecture



 4. 「医学的に説明困難な身体症状」を説明する …………………眞島裕樹 229 （3221）
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尿潜血陽性・CTで肺小結節・エコーで膵嚢胞がみられたら 
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